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　真夏日が１１日も続き、北海道では２３年ぶ

りの猛暑でした。我が家は扇風機も使っていま

せんので、家族が体調を崩しました。そのため

共謀罪の行方が気になりながら、反対する集会

やデモには参加できませんでした。

　異常気象のせいか今年も災害が多いですね。

７月１日の深夜、激しい揺れの地震で思わず悲

鳴をあげました。震度４ぐらい？もっと揺れた

ように思いました。

　翌日のニュースで震度３と知りました。震度

３で恐怖を感じたのですから、東北の震災時の

怖さは表現できないです。福島原発で津波対策

を講じて来なかった東電の責任は大きいと思い

ます。今も約６万人が故郷の福島に帰れずにい

ます。絶対に安全な原発はあり得ません。

　東電元会長らの責任を問う裁判に注目してい

ます。同時に、すべての原発は廃炉にしてほし

い。北海道はほとんどの地域が泊原発の風下に

なり、札幌や近郊の市民はどこに逃げたらいい

のでしょうか？　

　泊原発の廃炉訴訟も早６年目です。地震で、

東北の大地震を思い起こした人も多いと思いま

す。泊を廃炉にするには市民の大きな声が必要

です。泊訴訟のときには、私も呼びかけますの

で、是非傍聴してください。

まだ伝えたいことがあるー「銀河通信」が２９周年に
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 共謀罪が７月１１日に施行されました。その

日のLITERAの記事を引用します。

　「きょうから、この国では内心の自由、表

現の自由が踏みにじられるようになる─。本

日７月１１日、国会で採決されたばかりの共

謀罪が施行された。［略］／いや、共謀罪施

行前から『予行演習』は行われていた。その

一例が、沖縄で基地反対運動の先頭に立って

きた、沖縄平和運動センター議長である山城

博治さんの不当逮捕・拘留だろう。／山城さ

んは有刺鉄線1本を切断した器物損壊で逮捕

され、その後、傷害と公務執行妨害の容疑で

再逮捕。どう考えても任意の事情聴取を行う

のが筋の事案だが、なんと約５ヶ月も拘留さ

れ、接見さえも許されなかった。この国家に

よる暴力と呼ぶべき人権問題に対しては、国

連の表現の自由に関する特別報告者であるデ

ービッド・ケイ氏が『不均衡な重い罪を課し

ている』と指摘する報告書を国連人権理事会

に提出している。／共謀罪の取りまとめ役と

なっている自民党法務部会長である古川俊治

参院議員は、共謀罪法案が審議されている段

階から、沖縄で起こっている基地反対などの

市民運動も「組織的犯罪集団として認定され

る可能性はある」と、『羽鳥慎一モーニング

ショー』の取材で明言していた。国策である

原発や基地建設に反対し運動に参加しただけ

で“国の敵”と扱われ、組織的犯罪集団とし

て逮捕される。そうした全体主義国家にきょ

う、日本は“なった”のだ。」

　自由に発言したり行動できない社会は、息

苦しいです。勇気をもって不当なことには声

写真：７月９日、赤岳から見る残雪の旭岳と後旭岳

をあげ続け

たい。

写真・６月下

旬、野幌のノ

ハナショウブ

群生地は近隣

住民が長年に

わたり保護・

再生してきた

貴重な場所で

す
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は少数者の意見を封殺してきた。障害者や沖縄

、アイヌなど。ヘイトスピーチがなぜ許せない

のか。それは在日など、その人の属性を攻撃す

るからだ。だから傷つかないマジョリティが前

面に立って闘わなければならないんです。ヘイ

トスピーチする側に、あなたの敵は在日でもコ

リアンでもない。私だ。そうすれば社会は変わ

るんです」と舌鋒鋭く発言。なぜ私たちが闘わ

なければならないかがとても理解できました。

　アイヌアートプロジェクト代表の結城幸司さ

んは、「札幌の中学で道徳の授業で話す事があ

る。「ある生徒が『私の家では先祖代々アイヌ

と関わってはならないと言われてきた。だから

アイヌは嫌です』ドキッとした。」と言いまし

た。差別のタネはまかれている。最近イランカ

ラッペということばが氾濫しているが、違和感

がある。アイヌは文字を持たない民族であなた

の心にふれさせてくださいという意味を知って

いるのだろうか？」と発言しました。

　また琉球新報の記者宮城隆尋さんは、琉球人

骨問題を記事にした時に、北海道で、結城さん

や小川隆吉さんなどにも取材したと述べ、「琉

球、アイヌ両民族には類似点がある。土地や資

源、文化が奪われ 、固有の言語が奪われた」と

述べました。

　琉球大学教授の島袋純さんは「警察が沖縄の

基地反対派を『土人』と呼んだとき、政府は差

別ではないと閣議決定した。これは放送禁止用

　６月３０日に講演「

反差別、反ヘイト、自

己決定権を問う」があ

りました。主に外国人

労働問題などをテーマ

に、取材活動をされて

いるジャーナリスト安

田浩一さんは、「日本

講演「反差別、反ヘイト、自己決定権を問う」を聴いて

語です。公的に認めてしまったから大阪市内

のトイレに朝鮮人と沖縄人をポアするという

落書きが出るようになった」と話しました。

　叔母はアイヌ民族の血を受け継ぐ男性と結

婚しましたが母（私の祖母）は猛反対したと

聞きました。その後和解しましたが、今でも

差別はなくなっていないことを結城さんのお

話を聴いて考えさせられました。

　安田浩一さんは「ネトウヨ」とされる在特

会を取材した『ネットと愛国』（講談社）で

2012年の講談社ノンフィクション賞を受賞

しました。『沖縄の新聞は本当に「偏向」し

ているのか』などの著書があります。

　日本ジャーナリスト会議北海道支部が主催

しました。あまり知られていなかったのか、

参加者が少なったのが残念でした。

７月７日、札幌市資料館に近い大通西１

２丁目の目の覚めるようなバラ園が見事

でした。市民の憩いの場になっています

今号は記事が少なく、古い投稿を引っ張り出してき

ました。ベアテ・シロタ・ゴードンさんは日本国憲

法第24条（家族生活における個人の尊厳と両性の

平等）の草案を執筆した女性です。私は２０００年

１２月に取材する機会がありました。２０１２年１

２月に８９歳で亡くなりましたが、「あなたの大切

なことを続けて」という言葉を今も思い出します。
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講演「朝日新聞のジャーナリズム」

を聴く
講演「核兵器禁止条約をめ

ぐる世界の動き」を聴いて
　７月２９日「核

戦争に反対する道

医師・歯科医師の

会」の講演会に参

加しました。

　長崎大学核兵器

廃絶研究センター

の中村桂子さん

　７月２９日

「朝日新聞の

ジャーナリズ

ム」について

朝日新聞編集

委員の北野隆

一さん（写真

）が講演しま

した。

　かでる２・７の会場は早朝にも関わらず110

人の参加がありました。主催は日本ジャーナリ

スト会議北海道支部です。

　慰安婦問題をきっかけとして、権力と一部マ

スコミによる朝日バッシングから3年が経ちま

した。森友、加計、共謀罪の追及など、朝日新

聞は蘇ったのでしょうか？

　北野さんはジャーナリズムについて語りはじ

めました。

　北野さんの考えるジャーナリズムは「人々が

知りたいこと、知るべきことを読者に代わり記

者が取材して伝えること」。北野さんは他の記

者が敬遠するようなテーマ、朝日新聞が批判さ

れるようなテーマこそ、自分にとってのフロン

ティアと考え取り組んできました。慰安婦問題

や拉致問題、ヘイトスピーチなどがこれになり

ます。

　北野さんは日本の真ん中にいる多数派ではな

く、さまざまな意味で「端っこ」にいる少数派

の境界領域を取材し、日本人とは何か、日本社

会とは何かを考えてきました。部落問題、在日

コリアン、ハンセン病、水俣病、皇室など。

　朝日新聞をお読みの方は、北野隆一さんの記

事に注目して下さい。他紙も敬遠する 、日本軍

「慰安婦」問題を冷静な筆致で伝え続けていま

す。植村裁判を支える会も応援し、東京裁判も

必ず傍聴もされています。

　現在、「てんでんこ」で皇室と震災との関わ

りを連載中です。

　慰安婦問題と皇室。対極にあるような対象も

色眼鏡なしで取材できるのがすごいと思いまし

た。どちらもマイノリティだと。北野さんは皇

室に対してもきちんと問題意識を持っていらっ

しゃるのです。

　１時間という短い講演の中で詳しく聞けなか

った新潟水俣病との関わりや在日コリアンとの

関わりなど、次回お聞きしたいと思いました。

　朝日新聞は首都圏で慰安婦報道や原発報道を

めぐって、２０１４年９月と２０１７年４月に

「信頼できるか」の調査を行いました。朝日読

者はＹＥＳが２０１４年に３割強でしたが、今

年の調査で６割弱に回復しています。

　朝日は共謀罪の危険性を多くの識者にインタ

ビューして、多角的に報道していて、治安維持

法との相似が良く理解できました。

（写真）が「核兵器禁止条約をめぐる世界の

動き」について臨場感あふれる講演をしまし

た。特定非営利活動法人ピースデポ(横浜)の

事務局長として、核軍縮・不拡散問題に取り

組んで来た方です。

　７月７日に、「核禁条約」 が採択されたニ

ュースを覚えていますか？ 長崎新聞はトップ

で伝えました。しかし、唯一の被爆国であり

ながら、高見澤軍縮大使は「我が国として本

件交渉会議に建設的かつ誠実に参加すること

は困難」と答え反対に投票したのです。この

発言を聞いた各国の出席者から、ざわめきが

起きたと中村さんは伝えました。投票結果は

賛成１２３ヵ国、反対は３８ヵ国、棄権は１

６ヵ国でした。「 日本はいったいどっちを向

いているの？」と情けないと思いました。

　今回の交渉会議の議長を務めたのは軍隊の

ない国として知られるコスタリカのエレイン

・ホワイト大使でした。「ナガサキを最後の

被爆地に」の訴えをホワイト大使は強く受け

とめておられていたと語りました。

　この条約は「核兵器のない世界の達成に向

けた条約」と中村さんは言います。「被爆者

の行動の積み重ねの上にこの原案がある」と

指摘しました。

　９月２０日から各国の署名手続きが始まり

ます。批准国数が５０カ国に達した後、９０

日をへて発効しますが、批准しない国には効

力がありません。条約推進国側には、核兵器

の「非人道性」を強調することで国際世論を

喚起し、核兵器の廃絶を後押しする狙いがあ

ると中村さんは言いました。

　ニュースで被爆者の藤森俊希さんと、カナ

ダ在住の被爆者サーロー節子さんが握手する

姿がありました。

　世界中の核兵器を廃絶できたら、平和へ、

大きな前進になりますね。とてもいいお話で

した。

　採択された「核兵器禁止条約」は日本の平

和憲法に匹敵するものだ思いました。



-4-

りの文化芸術センターです。

東川小学校を改装して素敵な

施設になりました。1階は大

雪山ライブラリーで、関連の

書籍や写真 絵本などを自由に

す。（上写真）樹齢９００年の堂々たるたたず

まいから英気を頂きました。その側にはレイジ

ンソウやカラマツソウが咲いていました。

　締めくくりは東川町に昨年オープンしたばか

分乗して出発。　

　最初に訪れたのは上富良野の後藤純男美術館で

す。日本画家として著名ですが、油絵との違いは

岩絵具を使っていることを初めて知りました。時

間をかけて後藤画伯の絵画を鑑賞し、壮大な風景

に感銘を受けました。

　今にも雨が落ちそうで

スケッチは諦め、地元で

大雪山国立公園パークボ

ランティア連絡会の代表

をされているＫさんに、

知られざる名所を案内し

みな子の山旅日記

　６月２２～２３日、所属

山岳会のスケッチクラブで

十勝連峰を描こうと旭川方

面に向けて７人で車２台に

勝岳近くの白銀荘に泊まりま

した。

　翌日も曇り。まず最初に行

ったのは９１年前の十勝岳の

大噴火で、泥流は上富良野の

原野にまで達した泥流地帯で

す。清楚にエゾイソツツジが

沢山咲いていました。またハ

イマツの中にシラカバが共生

 していた姿（左上写真）に

感動しました。９０年かかっ

て ようやくシラカバが育ち

始めたのです。さらに車を走

らせ訪ねたのは美瑛町の深い

森でした。「森の神さま」と

名づけられたカツラの大木で

手に取って見ることが出来ます。山好きな方

には１日楽しめます。併設されたレストラン

のランチは600円と安くて美味しいです。

　スケッチは出来ませんでしたが、地元民で

ないと行く機会がないところばかりで、感激

もひとしおでした。

十勝連峰周辺を散策

樽前山登山

て頂きました。同じ山岳

会のメンバーでもありま

す。

　昼食後、上富良野の農

機具伝承館「土の館」を

訪ねました。1万年前の

農耕の始まりから土を耕

す道具が使われていました。鍬やスキ プラウの

展示、国内外のクラシックなトラクターが展示

されています。私が最も気にいったのが100年

前のカナダのトラクター（上写真）です。思わ

ず「赤毛のアン」の世界だ！と嬉しくなりまし

た。田園風景によく似合いますね。この日は十

　６月２７日、支

笏湖近くの樽前山

に登りました。千

葉からいらした方

たちとご一緒しま

した。

　４人のメンバー

は皆さん７０代。

健脚なのにびっく

りしました。昨年

は道南の急峻な大

平山に登ったそう

です。

　午前８時、７合

目登山口には、平

日なのにたくさん

の車がすでに駐車

していました。８時２０分登山開始。展望台

からは支笏湖が美しい。拓けた砂れきの道を

登ると、夕張岳や芦別岳、恵庭岳などが見え

てきました。タルマイソウ（イワブクロ）、

イソツツジ、ウコンウツギがたくさん咲いて

いました。

　登山道から外れた左斜面には、人によって

持ち込まれたコマクサの群落がありました。

植生を変えてしまいますね。登山口から５０

分で外輪山のピーク、東山頂上でした。羊蹄

山や周辺の山が一望出来ました。そこからぐ

るりと回って西山に。西山に向かう途中で映

画サークルのIさんに出会いました。風不死岳

がすぐ近くに見えました。

　風不死岳の登山口に正午少し過ぎに下山し

て登山を終えました。

　外国の山のような樽前山は、好きな山の一

つです。

６月２７日快晴の樽前山

（東山）頂上

最高点のドーム（１０４２ｍ

西山頂上で

後方は風不死岳

タルマイソウ（イワブ

クロ）がたくさん咲い

ていました
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そして植村さんの家族にも及んだバッシング

に対して闘った市民の行動の全容が記録され

ています。

　本文で何人かの方が指摘していますが、北

星学園大学の学生にはこの事件はあまり知ら

れていなかったことがとても残念です。学生

にアンケートに答えてもらうと、「なぜバッ

シングされたのか植村先生から説明して欲し

かった」「闘っている人たちが大勢いる。私

は学生と先生たちによるギャップが問題だと

思う。慰安婦報道のニュースは学生と大学を

むすぶチャンスだと思う」などと意見が寄せ

られています。ノーマ・フィールドさん（米

シカゴ大名誉教授）は「未来に呼び掛ける闘

いだったか」の文章の中で焦点は「慰安婦」

の事実であると述べています。中身を議論せ

ず言論や学問の自由を擁護するとはどういう

ことだろうかと指摘しています。慰安婦問題

についての議論は避けたいという朝日新聞の

姿勢もあったし、植村さんは学生に説明した

いという希望を持ちながら実現はできません

でした。ノーマさんは「これは日本だけの問

題ではない。各地の大学で、軍隊と戦争と性

の問題を教室で論じて欲しい。いまからでも

遅くない」と結んでいます。私のもやもやし

た気持ちはこの言葉に集約されていました。

　韓国カトリック大学からの留学生、姜明錫

（カン・ミョンソク）さんの「丸く収める『

あいまい決着』に失望」という文章では、大

学への痛烈な批判が胸にささりました。

　報告集には「孤立感にさいなまれた。新聞

は息を潜め沈黙した」（田村信一北星学園大

学長）　「記者抹殺を狙う異様な攻撃」（週

刊金曜日編集部小林和子さん）「閉塞の出口

求める言語暴力」（内海愛子恵泉女学園大名

誉教授）といった関係者の意見、市民の立場

からの意見も多数掲載されています。私も拙

文を寄せました。経過年表、脅迫の実態、シ

ンポジウムや集会の記録、賛同人１３４６人

の全氏名、資料（支援声明・アピール・要請

書・決議・抗議など）も掲載しています。ご

注文は、〒番号、住所氏名、お買いになる冊

数、電話番号をお書きのうえ、makerunakai

@gmail.com かファクス 011－351－531

0にお願いします。

北星学園大学バッシング

市民はかく闘った

「負けるな北星！の会」記録
編集委員会　500円

　７月９日、午前３時起きし

て、登山口の赤岳銀泉台に集

合。高山植物の保護活動に長

年取り組んでいる上川総合振

興局の環境生活課、環境省、

上川自然保護官、森林管理署

、私の所属する日本山岳会北

海道支部の合同パトロールで

す。

赤岳で高山植物パトロール

　２０１４年春から２年近く

北星学園大学と植村隆さん、

　１０人で登山口を８時１５分に出発。銀泉台は

すでに標高１５００ｍ。厳しい登りが続きます。

高度を上げて雪渓をトラバースして登ると第一花

園につきました。

　コマクサ平まではまだまだ厳しい雪渓歩きが続

きました。山も暑かったです

が雪渓は清涼剤でした。コマ

クサや（写真左）メアカンキ

ンバイの可憐さにしばし憩い

最後の斜度の厳しい雪渓を超

えると、赤岳頂上（１１時１

０分）でした。赤岳から下山

する登山者に、パンフレット

を配り啓発活動をし、小泉岳まで

登り帰りはのんびり高山植物を楽

しみ、登山口午後３時半でした。

　赤岳や、周辺登山道ではチング

ルマ、ミヤマキンバイ、メアカン

キンバイ、アオノツガザクラ、エ

ゾツガザクラ、イワヒゲ、コケモ

モ、エゾコザクラ、ホソバウルッ

プソウ、キバナシオガマ、イワウ

メ、 チョウノスケソウ、チシマ

キンレイカ、エゾノハクサンイチ

ゲ、ヨツバシオガマ、エゾタカネ

スミレ等が満開でした。

チョウノスケソウ

チシマキンレイカ

イワウメ

エゾコザクラ
キバナシオガマ
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大野裕之著　
中公文庫９２０円＋税

アーサー・ビナード編著
小学館１５００円＋税 山陽新聞社編

山陽新聞社１８００円＋税
　２０１５年の戦後７０年から「戦

争が繰り返される仕組みとはいった

いなんなのか」と詩人のアーサー・

　すべてのハンセン病患者を隔

離して、療養所に閉じ込めてし

知らなかった、ぼくらの戦争 語り継ぐハンセン病

ー瀬戸内３園から

ビナードさんは、全国各地を回って、２３人の戦

争体験を収録しています。ラジオ番組のタイトル

は「探しています」。

　太平洋戦争体験者たちを訪ね歩き、戦争の実態

と、個人が争いから生き延びる知恵を探ります。

　登場する語り手は、真珠湾攻撃に参加したゼロ

戦の元パイロット、「毒ガス島」で働いた元女子

学徒、戦後GHQで働いた元事務員など。

　日本社会に詳しいビナードさんが、自身の受け

たアメリカの教育とも照らし合わせながら戦争に

対する考察を深めます。ビナードさんは日本に来

て２０年。詩人として活躍していますが、その間

に自分がアメリカで学んできた定説への疑問が生

まれました。大日本帝国は予告もなしに、アメリ

カ・ハワイ州真珠湾に奇襲攻撃をかけたのだろう

か？原子爆弾の投下は戦争を終わらせるために必

要かつ正しかったのだろうか？アメリカの教育で

学んできたことは正しいのか？と時とともに疑問

がふくらんでいったといいます。

　 まず最初に取材したのは義母（詩人・木坂涼

さんの母）の体験談。インドシナを支配下に置い

た政府からの贈り物は「戦争に勝つとゴムマリが

来る」と喜ばせました。マリを政治利用したので

す。

　真珠湾攻撃に参加した原田要さんは「米軍はす

でに大事な空母を避難させていた」と語ります。

アメリカでは「日本の卑怯な真珠湾攻撃」として

語り伝えられてきましたが、原田さんはその疑問

を見事にあぶりだします。

　戦争でニューギニアに赴いた西村幸吉さんは、

６０歳を過ぎてから現地に戻り、遺骨収容を続け

ました。「遺骨収集」ではないと痛烈に批判しま

した。

　アメリカ生まれでアメリカ育ちながら開戦とと

もに強制収容所に送られた人、二歳で満州に渡り

敗戦の混乱をようやく生きのびて帰国した人、オ

ンボロの疎開船で九死に一生を得た人、広島の爆

心地から２キロの家でピカに遭った人、長崎の原

爆被害者、その長崎以後にもアメリカ軍原爆投下

部隊の訓練を明るみに出した人などが、戦争の真

実を語っています。

　安倍首相の真珠湾訪問と、オバマ大統領の広島

訪問がセットで売り込まれたのだとビナードさん

は鋭く批判しています。当時、メディアも好意的

に取り上げていましたね。

　しめくくりにアメリカの詩人の「平和」の定義

が紹介されています。「平和とは、どこかで進行

している戦争を知らずにいられる、つかの間の優

雅な無知だ」。７０年続いた戦後日本の平和は「

優雅な無知」なのかと問われたように思います。

どの証言からも、平和な未来につなげようという

思いが伝わり、感動しました。

まう、らい予防法が１９９６年に廃止されて

から２０年が過ぎました。国の政策の誤りを

認定した2001年の熊本地裁判決が確定して

からも１６年です。

　私がハンセン病にかかわるきっかけになっ

たのは、青森にある松丘保養園に取材に伺っ

た縁からでした。北海道から、貨物列車に乗

せられ、青函連絡船の船底に収容されて、海

を渡った体験談に「こんな人権侵害があって

いいのか！」と怒りで震えました。各県が競

ってハンセン病患者を見つけだし、強制的に

入所させるという「無らい県運動」が全国的

に進められた事実をそれまでまったく知りま

せんでした。

　５月にハンセン病市民学会が瀬戸内３園で

開かれ、詩人の塔和子さんが亡くなるまで暮

らした、大島青松園を訪ねたいと参加しまし

た。

　銀河通信２０１号には紹介しきれなかった

のですが、大島青松園の周辺を見学した時、

海岸に投棄されていたのを引き上げて展示さ

れていた解剖台を見た時のショックを思い出

します。その現場をみつめた入所者の怒りと

悲しみはいかばかりだったか？と言葉を失い

ました。

　本書は、取材エリアの瀬戸内に三つのハン

セン病療養所を抱える山陽新聞が、回復者の

方々からの粘り強い聞き取りをもとに７９回

にわたって連載したものをまとめています。

　入所者の高齢化が進み、隔離政策の被害、

差別の歴史といったハンセン病問題の重要な

証言者が次々と亡くなって行く中、問題の風

化を防ぐために、入所者の貴重な証言を記録

し、ハンセン病問題の「今」そして「未来」

を問い掛けます。

　巻末にハンセン病関連年表、ハンセン病関

連主要法令集などを資料編として収録してい

てハンセン病の歴史がわかります。

　偏見と差別はむしろ私たち一人ひとりの心

のなかにあるのではないか、だとすればハン

セン病の今を伝え続けなければならない。地

域に根ざすメディアの使命感、気概が伝わっ

てくる優れたルポです。

作品とその生涯

　著者はチャップリン研究の第

一人者として知られています。

何といっても４００巻にも及ぶ

チャップリン
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　スターリンの全体主義に脅かされ、芸術家た

ちの自由な表現が制限されていきます。前衛画

家ストゥシェミンスキは、国家の圧力に屈せず

命がけで自らの芸術を守るために闘うのです。

大学では美術教育にも情熱を傾け、たくさんの

学生に敬愛されました。

　草原を松葉杖をものともせずに転がり下りて

くるストゥシェミンスキは、何ものにも捉われ

ない快活さを見せて、一番好きな場面でした。

しかし、のどかな時代はかき消されて行きます

。 国は社会主義リアリズムだけを芸術だと、前

衛芸術を否定。大学を追放され、芸術家協会か

らも除名されるのです。身分証がないと、絵の

具も食料も買えなくなります。支援する学生た

ちが、今までの講義録をまとめたり、仕事先を

紹介したりと奔走し、光が差し込みます。

残像

ローマ法王になる

日まで

ＮＧフィルムを全て見たというのがすごい。

　「街の灯」「独裁者」「ライムライト」等の名

作から幻となった遺作「フリーク」まで、喜劇王

が作品に込めたメッセージを読み解き、知られざ

る実像に迫った評伝です。

　著者とチャップリンとの運命的な出会いは小学

４年の時に見た「独裁者」でした。著者はあとが

きに「コインの入ったプディングを食べるシーン

に爆笑し、ヒトラーを模した鬼気迫る演技に戦慄

を覚えた。そしてラストの演説が終わった時は涙

が止まらなかった」と書いています。

　著者はＮＧフィルムをみて、チャップリンがい

かに撮影から編集に至る過程で、いい映像にする

ために工夫をこらしたかを検証しています。チャ

ップリンの笑いとペーソスには、権力への怒りや

弱いものへのやさしさがどれだけこめられていた

かが、伝わってきます。チャップリンが「独裁者

」の中で観客に向かって訴えるシーンはまさにた

った一人で、平和への闘いを、フィルムに焼き付

けたのです。「独裁者」でアメリカを追放された

ことは有名です。その時チャップリンは「共産主

義者か」と問われて「世界市民です」と答えてい

ます。

　「世界は混迷を深めている。そんな時代だから

こそ、あくまでも自由なチャーリーと、悲しい時

は一緒に泣いて、どん底にいる時でも笑顔を忘れ

ないでいたい。そして、社会の不条理に抗して闘

うことのできる唯一の武器とは、あの愛に満ちた

笑いであるということを思い出したい。ーそう、

今こそ私たちには、チャップリンの、あの温もり

のあるユーモアが必要なのだ」。このあとがきに

泣けました。チャップリンのそれぞれの作品の解

説が素晴らしいです。「独裁者」もいいけど私は

「ライムライト」をもう一度観たい。

アンジェイ・ワイダ監督

ダニエル・ルケッテ

ィ監督

ストゥシェミンスキの作品は全て撤去され、

破壊されるシーンが無惨。それでも体制に屈

することなく、表現の自由を求めつづけ、信

念に生きたひとりの芸術家の生き方に涙を禁

じ得ませんでした。

　ワイダ監督自身も画家を志していたそうで

す。ストゥシェミンスキとの出会いがあった

のかも知れません。

　個人の内面は何者によっても侵されない。

ストゥシェミンスキは譲ることのできない信

念を貫きました。共謀罪が成立し、表現の自

由が奪われようとしています。この映画で描

かれた事実は、今の時代への異議でもありま

す。ものを見ると残像が映ります。私たちは

この「残像」を心に刻まなければと思いまし

た。アンジェイ・ワイダ監督の最後のメッセ

ージです。

　２０１３年３月、

　舞台は１９

５０年代、ソ

ビエト連邦の

影響下におか

れていたポー

ランドです。

ローマ法王に就任したフランシスコはザンビ

エトロ広場に集まった２０万人の信徒に歓迎

されました。

　映画は、アルゼンチンの心優しい青年ベル

ゴリオ（後のフランシスコ法王）が、史上初

のアメリカ大陸出身のカトリック教会長にな

るまでの半生を描いています。

　ベルゴリオはブエノスアイレス生まれのイ

タリア移民２世です。１９７３年イエズス会

アルゼンチン管区長になりますが、１９７６

年から１９８３年まで、独裁政治に人々は苦

しめられます。政府に批判的な宗教者や、多

くの市民が密告などで弾圧されました。その

数３万人というのも驚きました。つい、この

間まで独裁政治があったことを知りませんで

した。その残虐な行為は目を覆うほど。あま

りにも容赦のない殺害に、目を背けるほどで

した。ベルゴリオは、彼らをなんとか救おう

と奔走しますが、教会は協力的ではありませ

んでした。映画はベルゴリオを特別な英雄と

して描いてはいません。自分の無力さに涙を

流す人間的な人柄や、その苦くて悲しい体験

から毅然とした庶民派の聖職者へと成長して

いった姿を丁寧に描きます。

　ある時、貧民街で住民の立ち退き問題が起

きます。建物を取り壊そうとするのをベルゴ

リオは、教会のトップに掛け合い、市と交渉

するのです。住民の前に立ち、取り壊そうと

する建設業者と渡り合う場面がありました。

常に一番弱くて困っている人に心を寄せる姿

に胸を打たれました。貧しい女性が「マリア

さまが苦悩の結び目を解いてくれる」という

と、ベルゴリオは涙を流します。人々の心に

寄り添う姿に感動しました。人間性あふれる

法王に会ってみたいです。
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　スペインのバレンシア州。養鶏場で働くアルマ

は祖父と樹齢２千年のオリーブで遊んで育ちまし

た。不況で、父がその樹を売ったことで、心を閉

ざしてしまった祖父のために、オリーブを取り戻

そうと計画します。叔父と同僚を丸め込み、アル

マはなんの計画もないまま、無謀な旅を決行しま

す。スペインからドイツまでの道中もいろいろな

ことに出くわします。

　アルマの大好きな祖父への思いと、オリーブへ

の特別な思いが痛いほど分かりました。私も山の

上の大きなリンゴの樹の下で遊んだこと。祖父が

農家で馬が好きだったことなどを思い出しながら

観ました。多くの人が大樹から励ましをもらって

生きてきたのではないでしょうか。気が強くて扱

いにくいけど、アルマの純粋さに叔父も同僚も家

族も、友人たちもいつの間にか協力して、オリー

ブの樹を取り戻そうと奔走する温かさが良かった

です。

　アルマの旅の目的を友人らがインターネットで

流すと、ドイツの大会社のロビーに置かれたオリ

ーブの前に、多数の市民が集まり、抗議の声をあ

げます。アルマの意識も変化していき、大地に根

づくオリーブの声を聴く姿がありました。

　６月に樹齢９００年のカツラを見る機会があっ

たこと。１０数年前に「北大のハルニレの大樹を

切らないで」と運動したこと。夫が札幌市内のＳ

中学に勤務していたころ、「校門前のアカマツの

大樹を切らないで」と職員室で訴え、伐採を止め

たこと。思い出すことがたくさんありました。記

憶を呼び戻してくれる映画ってステキですね。

オリーブの樹は呼んで

いる

ふたりの桃源郷

イシアル・ボジャイン監

督　ポール・ラヴァーテ

ィ脚本

佐々木聰監督

年放映されたテレビで、数々の賞を受けまし

た。まとめて１本の映画になりました。

　山口県岩国市美和町の山奥で暮らす田中寅

夫さん・フサコさん夫妻。二人が、電気も電

話も水道も通っていないこの山で暮らすのに

は、ある理由がありました。山は、戦後まも

なく一からやり直そうと自分たちの手で切り

開いた大切な場所。高度経済成長期に大阪へ

移住し、三人の子どもたちを育て上げた寅夫

さんとフサコさんでしたが、夫婦で還暦を過

ぎた時、「残りの人生は夫婦で、あの山で過

ごそう」と、思い出の山に戻り、第二の人生

を生きる道を選んだのでした。これは並大抵

ではありません。大阪や奈良に住む娘夫婦た

ちも心配します。８０歳を過ぎて、山から車

で３０分の老人ホームに入るのですが、ふた

りには物足りない。毎朝、夫婦で山に通って

は畑仕事をし、マキを作り、お風呂を沸かし

ます。厳しい労働でおばあちゃんの腰は曲が

り、おじいちゃんの薪割りも大変。でもふた

りで汗して野菜を作り、キノコを探すのは楽

しくて嬉しいのです。支える家族もステキで

す。還暦になった三女と夫さんは大阪の家業

をたたんで、両親が住む岩国に、中古住宅を

買って移り住みます。農作業が厳しくなった

両親に代わって３女夫婦が山を守ります。野

菜を作り、家族を支えてくれた両親の生き方

をきちんと受け止める姿に涙が止まりません

でした。

　私の祖父母の人生に重ねていました。電気

はありましたが停電も多くて、ランプの灯り

で、時代小説を読んでいた祖父の姿が浮かび

ました。お風呂も五右衛門風呂で、暗くて子

ども心に怖かったです。

　山の景色の素晴らしさ。自然と共に生きる

夫婦愛。人間の尊厳とはと考えさせられまし

た。ふたりは土に生き、自然に帰っていった

んだなぁと感動しました。

　山口県のローカルテレビ局が

山中に畑を開いて暮らす老夫婦

と、街に住む子や孫たち家族の

姿を２５年にわたって撮影した

ドキュメンタリー。断続的に長

購読料と寄付ををありがとうございます

　　　（敬称略）６.３～７．２１

高橋儁/築田敬子/新妻徹/大井恵子/安田成男/山川陽

一/菅原三栄子/尾嵜弘子/吉根由紀子/岡田弘隆/土本

武司/福田光子/但馬桂子/高橋明子/塚本裕子/後藤誠

二/成田明/芳賀淳子/中川充/渡邉圭/蓬田三枝子/野

村保子/瀬尾英幸/小澤登美栄/合田美津子/大関裕美

子　合計86,000円は印刷、送料、封筒、名前ラベ

ルなどに使わせていただきます。ありがとうござい

ました。
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